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　旭志麓地区の森誠馬さん宅の庭にワラの家が登
場しました。これは、森さん宅の近所の子どもた
ちが「3匹の子ぶた」の話を読んで、ワラの家を
作りたいと思ったのをきっかけに作成されたもの
で、昨年 11月下旬に完成し、その後周りに竹灯
篭を配置し現在の形になりました。
　ワラの家は子ども 5～ 6人が入れる広さがあ
り、完成した夜には、森さんの子どもや近所の子
どもたちが一泊しました。その日は特に寒さの厳
しい夜だったにもかかわらず「寝袋だけで快適に
過ごせました」と子どもたち。
　作成した森さんは「実際作ってみて、子どもは
もちろん、それ以上に周りの大人の反応がよかっ
たです。それに区のイベントでも使ってもらえる
そうなので、壊れるまでは、そのままにしていま
すので、是非皆さんも見に来てください」と話さ
れました。

森誠馬さん宅でワラの家作成

　菊池ライオンズクラブより菊池市内の 5つの中
学校を対象にしたAED（自動体外式除細動器）の
寄贈式が旭志中学校で行われました。
　AEDとは心臓の心室細動（心臓の痙攣）などの
際に電気ショックを与え、心臓の動きを正常に戻す
ための医療機器のことで、この寄贈式は、菊池ライ
オンズクラブ結成 45周年記念事業の一環として行
われたものです。菊池ライオンズクラブの菅野泰明
会長より、田中教育長にAEDの贈呈が行われた後、
教育長より各中学校長に 1台ずつ手渡されました。
　また、寄贈式終了後、旭志中学校内では、旭志中
学校教職員を対象にAEDの研修が行われ、参加し
た教職員たちは、熱心に講習を受けていました。
　なお、平成 16年 7月より医療資格を持たない一
般の人でも除細動（心室細動などを止めるため電気
ショックを与えること）を行うことが可能となりま
した。現在は、菊池市役所などを含め、多くの公共
施設にAEDが設置されています。
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寄贈式終了後、熱心にAEDの講習を受ける参加者

　米川美咲さん（菊池南中 2年）と、西山遥菜さん（菊池南中 2年）
の 2人が、都道府県対抗全日本中学生ソフトボール大会に出場する、
熊本県選抜メンバー（16人）に選ばれました。
　現在、休日に行われている合同練習や合宿で 2人は練習を頑張っ
ています。
　ピッチャーの米川さんは「皆さんが応援してくださっているので、
大会ではいい成績を残せるように頑張りたいです」と、ファーストの
西山さんは「いつもと違う環境で練習を頑張っています。熊本の代表
として頑張りたいです」と意気込みを話してくれました。
　大会は 3月 27日（木）から三重県熊野市で行われます。市民の皆
さんの応援をお願いします。

米川美咲さんと西山遥菜さんが「第4回都道府県
対抗全日本中学生ソフトボール大会」に出場

熊本県選抜メンバーとして全国大会に出場する
米川さん（左）と西山さん（右）

　自然食品加工センター（JA菊池泗水中央支所）
が、農山漁村女性チャレンジ活動表彰で奨励賞を
受賞しました。これは、農林水産業の振興と地域
の発展に貢献した個人と女性グループを対象に表
彰されるものです。
　同センターは、昭和 59年に旧泗水町で地元の
農産物の付加価値を高めるために、養生園の竹熊
先生の指導のもと、麦・大豆は地場産、塩はニガ
リ入りの自然塩、添加物は一切使用しない「養生
みそ」作りを始めました。現在では、市内からは
もちろん県内外からの注文も増え、旬の野菜を使
用した「養生みそ漬け」も好評を得ており、「今
後も地元の農産物を利用し、安心・安全・健康的
なみそ作りを継続していきたい」と活動していま
す。今回は、これらの活動が認められたものです。
　同グループの益々の活躍が期待されます。

JA菊池泗水中央支所の自然食品加工センターが
「農山漁村女性チャレンジ活動表彰奨励賞」を受賞

2/1
（金）

賞状を手にする「自然食品加工センター」のメンバー

　菊池市文化会館で、菊池市女性の会チャリティー初春の
つどいが開催されました。この会は、菊池市女性の会（園
木三池子会長）が主催し、菊池市の女性が連携し融和を図
ることにより、地域の実情を理解し、菊池市の発展に寄与
することを目的に行われています。
　会員約 100人・12組が踊りや劇を披露し、客席から大
きな拍手が送られました。
　また発表の合間にはチャリティー募金が実施され、会場
の皆さんの協力で、55,522 円の募金が集まりました。集
まった募金は、菊池市社会福祉協議会へ全額寄付されまし
た。ご協力、ありがとうございました。

第2回菊池市女性の会
チャリティー初春のつどい
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（日）

文化会館であった「菊池市女性の会チャリティー初春のつどい」

　菊池市校歌祭実行委員会（木下昭二郎会長）
が主催する、菊池市校歌祭が文化会館であり、
たくさんの人が参加しました。
　開会式では木下会長が「校歌には地域と学校
の自然・歴史が歌い込まれています。校歌を歌
うことで母校を愛し、地域を愛していきたいで
すね」とあいさつ。全員で「菊

きくちこうしょうとくか

池公頌徳歌（菊
池郡歌）」を合唱し、廃校になった 13校を含む、
小・中・高校の 36校の校歌が、卒業生や在校
生によって次々に歌われました。
　参加者は「昔を思い出しながら歌いました。
この日がこうしてみんなで校歌を歌う日になれ
ばいいですね」と話されました。

第9回菊池市校歌祭

2/11（祝）

文化会館であった校歌祭で、母校の校歌を歌う参加者

森さん宅の庭に完成した「ワラの家」
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